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［しいたけの原木の汚染分析］ 

 

1. 目的  

 しいたけの原木の汚染状況を調べる。 

2. 方法 

 丸森町から採取した汚染しいたけ原木を断面に垂直方向に削り取り、表面からの距離の関数としての放

射能分布をGe検出器で測定する。 

3．結果（平成２４年２月２０日発表） 

 下図はセシウム１３７の表面からの濃度分布 

を示す。放射性セシウム１３７は厚さ５ｍｍの 

樹皮にほとんど分布していることが分かる。 

リサーチレポート３３ではイメージングプレー 

トでベータ線による分布を調べたが、今回は削 

り取ってＧｅ検出器で測定したもので直接に測 

定されたものである。若干の放射性セシウム 

が原木の中心に染み込んで行った状況が分かる。 

     

［竹の子の汚染分析］ 

 

1. 目的  

 竹の子の汚染状況を調べる。 

2. 方法 

 相馬市から採取した真竹の竹の子の部位ごとの汚染分布をGe検出器で測定する。 

3．結果（平成２４年６月１７日発表） 

 下図のように竹の子を３分割して、その放射能を測定した。下表は単位がベクレル/ｋｇである。竹の子

の先端にいくにつれて比放射能が高くなる傾向があることが分かった。この分布はカリウムの分布とは異

なるようである。 
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